









前稿※１では､ 大正期に大阪で発行されていた雑誌 『住宅研究』 に掲載された記事を調べる
ことにより､ 当時の関西における住宅設計を取り巻く状況についての考察を行った｡
当時は､ 伝統的家屋の因襲的生活や､ 明治以降の和洋の ｢二重生活｣ に対して､ 新しい時代
の新しい生活が求められていた｡ その中で登尾源一により大阪に組織された ｢住宅改造会｣ の
活動は､ より近代化された生活､ つまり家族本位の､ 安全で､ 明るく､ 衛生的で､ 楽しい生活､
いわゆる ｢文化生活｣ を広めることに重点が置かれていた｡ そのためには､ 簡便で､ 安全で､
無駄がなく､ 衛生的で､ 快適で､ 安価な住宅､ いわゆる ｢簡易住宅｣ が求められたのである｡
しかし､ より実践的な活動まで視野に入れていた住宅改造会としては､ 実際には住宅の ｢洋
風化｣ というより現実的な提案にとどまり､ 和洋をいかに統一的に折衷するかがテーマであっ
た｡ そのとき､ 和と折衷するための ｢洋｣ としてミッション (スパニッシュ) スタイルやバン
ガロータイプが適しているとしていた｡ それは､ 和洋折衷に適した ｢洋｣ のモデル探しと､ そ
の折衷方法を探す作業であったといえる｡
ただし､ そこにみられる ｢並列型｣ 和洋折衷から ｢統一型｣ 和洋折衷への変化にこそ､ この
時期の住宅改造そして生活改良の重要性があると考えられる｡ そして､ 大正末期には､ モダニ
ズムやライト式などの欧米の新しい建築形式や､ 分離派にみられる日本の新しい建築デザイン
運動の影響が住宅にも現われてくるのである｡
｢住宅改造会｣ の機関誌 『住宅研究』 は1921 (大正10) 年１月に創刊し､ 1925 (大正14) 年
には廃刊されている｡ 廃刊の正確な時期は不詳であるが､ 住宅改造会の同人でもあった吉岡保
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キーワード：阪神間､ モダニズム､ 住宅､ 『新建築』､ 昭和初期
雑誌 『新建築』 にみる大正から昭和初期の関西の住宅 阪神間のモダニズム住宅 その４
はその役割を終えたといえる｡ 『新建築』 は､ 1931 (昭
和６) 年に発行所を東京に移転し､ 現在まで続いている｡





1925 (大正14) 年８月１日発行の雑誌 『新建築』 創刊
号 (図－１) 冒頭で､ 吉岡保五郎は ｢創刊の辭｣ を掲載
している｡ その中で､ 『新建築』 の領分する使命として
｢建築界の全班に跨る｣ としつつも､ ｢當面の任務として
は､ 主として住宅の研究紹介に力め 『住』 に關する諸問
題にも､ 渉ることとする｣ と述べている｡ 表紙にも ｢住




異にし､ 現代文明に順應せんがための､ 必要より出でたる､ 切實の研究問題である｡
ここでは､ 明治期以降の日本の近代化のなかで､ 特に大正期には住宅の問題が社会的に非常




そして､ 住宅研究が究めるべき項目が甚だ複雑であるとしつつ､ ｢伝統的の生活様式に､ 一








『新建築』 1925 (大正14) 年８月号
たことがわかる｡
このように､ 雑誌 『新建築』 は住宅改造会の機関誌 『住宅研究』 の理念を受け継ぎながら､
日本の近代社会にふさわしい生活､ あるいは住宅とはどうあるべきか､ その究明を目的として
創刊された雑誌であり､ それを専門家だけでなく一般に広めることを目標としていた｡ 設計製




『新建築』 創刊第２号となる1925 (大正14) 年９月号に､ 神戸大学工学部の前身である神戸
高等工業学校教授である永澤毅一による ｢建築家と社會｣ が掲載されている｡ 永澤は､ 建築家
が広く住の問題に関与する立場にあることから､ 建築家と社会との間には常に密接な交渉が存
立すべきはずであると考えつつも､ 実際にはむしろ反対のようであるかにみえるとしている｡
当時は､ いわゆる ｢文化生活｣ が唱えられ､ 衣食住に関する研究が盛んに行われており､ 住居





















『新建築』 1925 (大正14) 年10月号





































































『新建築』 1925 (大正14) 年９月号
図－５ 読者より提出された平面図に
基づいて作成された立面図
『新建築』 1925 (大正14) 年９月号






































































『新建築』 1925 (大正14) 年９月号
図－８ 岡田により訂正された透視図
『新建築』 1925 (大正14) 年９月号















ので､ 当時の ｢文化生活｣ を実現するための ｢簡易住宅｣
の目標のひとつである家事労働の軽減を意図したもので




せ､ ｢文化生活｣ のための ｢簡易住宅｣ 実現のために各
部屋の機能性､ 合理性を高めて､ 家全体をより有機的に
結合させて引き締めることを目指している｡

























住宅の様式から建物の部分に関すること､ 材料や設備､ 庭について､ さらには建築家や設計､
工事費まで､ 幅広い質問が寄せられている｡ これらから､ 大正から昭和初期にかけて､ 専門家
だけではなく一般にも住宅に対して高い関心を寄せる人たちがいたことを示している｡
これらの質問の中で､ 住宅の様式については ｢洋風｣ ｢英国風｣ ｢ライト式｣ ｢バンガロー風｣
という言葉が多い｡ ここでも和洋統一のための ｢洋｣ のモデル探しを西洋の様々な様式に対し
て行っていたことがわかる｡
６. 小住宅設計図案懸賞












『新建築』 1926 (大正15) 年７月号


























































われており､ 統一的和洋折衷の ｢洋｣ のモデル探しの域を出ていない｡
８. 第三回懸賞競技




三回懸賞競技選評｣ が掲載されている｡ なお､ 第二回は商店建築が課題だったので､ この稿で
は触れないこととする｡
応募総数は97通で数においては決して少なくはない｡ 様式としては ｢應募圖案の過半は､ 横
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図－12 純粋派 設計ル・コルビュジエ
『新建築』 1928 (昭和３) 年５月号
図－13 純粋派 グロピウス自邸
『新建築』 1928 (昭和３) 年５月号
雑誌 『新建築』 にみる大正から昭和初期の関西の住宅 阪神間のモダニズム住宅 その４
の線を基調とする､ 所謂現代式鐵筋混凝土造であつた｣､ つまり鉄筋コンクリート造モダニズ
ム風の住宅であった｡ しかし､ 新名は ｢質に於ては第一回､ 第二回に比して非常に劣つて居た｣






この前年1927 (昭和２) 年の ｢小住宅設計圖案縣賞募








































雑誌 『新建築』 は､ 創刊当初は建築全般の中でも特に住宅研究に重点をおいており､ それを
専門家だけではなく一般にも広めていくことを目的としていた｡ 住宅に関する様々な分野の一
般向け解説記事や､ ｢住宅の設計製図の仕方｣ あるいは ｢設計問答｣ などの一般向けのより実
践的な記事を掲載している｡ その中では､ 明治期以降の和洋 ｢二重生活｣ の負担から開放され､
｢文化生活｣ を送るために和洋を統一した住宅を実現するための知識や方法が主に取り扱われ
ている｡ それを実現するための和洋を統一的に折衷するための ｢洋｣ のモデルとして様々な欧
米の住宅様式も紹介されており､ その中で当時のヨーロッパでの最新の動きでもあったコルビュ





なお､ 新建築社では大阪三越において1927 (昭和２) 年10月に 『住宅に關する展覧會』､ 1928
(昭和３) 年５月に 『住みよき家の資料の會』 を開催し､ 最も経済的かつ住みよい家として研
究に取り組んできた ｢組立住宅｣ の成果として中流住宅一戸とサマーハウス一戸の実物見本を
展覧するなど､ 一般への住宅の知識の普及に努めている｡ その一方で､ 雑誌 『新建築』 に掲載
される記事は､ 次第に欧米および国内の建築家や建築作品の紹介記事が増えていき､ 一般向け




雑誌 『新建築』 にみる大正から昭和初期の関西の住宅 阪神間のモダニズム住宅 その４
注釈
※１ ｢雑誌 『住宅研究』 にみる大正期関西の住宅 －阪神間のモダニズム住宅その３－｣ 田中栄治
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